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（質疑）農林水産や環境、教育分野を取り込んでい
く考えは

（質疑）代替地確保による工期短縮と工事費圧縮の
計算根拠は

（答弁）旧西友駐車場を代替駐車場とすることで、段
階的な駐車場の仮設工事を省略でき、南口広場で約5
カ月、北口広場で約1カ月工事期間の短縮効果がある
と試算している。また、警備員の配置も縮減でき、工
事費の圧縮効果につながると考えている。

（質疑）3年後の売買契約は

（答弁）将来の譲渡を確実にするため、売買予定契約
において予約完結権を定めることとしている。

（質疑）改正理由及び内容は

（質疑）消費税の引き上げによる影響は

（答弁）平成31年10月1日からの消費税率及び地方消
費税率の改定に伴い、使用料等を定めた条例を改正
するもので、44件が対象となる。増税分である2％の
引き上げを行い、10円未満の端数は切り捨てること
としている。

（答弁）施設の使用料で約980万円、市営バスの運賃
で約1,000万円、上下水道料金などで約1億4,000万
円の増収を見込んでいる。一方で、施設の維持管理に
係る経費も増加することとなる。

（質疑）施設の運用方針と年間維持管理費の見通し

（答弁）当面は直営と考えており、維持費については
現在精査中ではあるが、1,000万円を超えることはな
いと見込んでいる。

（質疑）経費の内訳は

（質疑）キャッシュレス決済の状況は

（答弁）事業者向けセミナーの開催や情報化対応支援
員の設置、来訪者向けマップの作成、購買データを用
いた分析などの委託料890万円、機器の導入を支援
する補助金200万円。

（質疑）検討会設置の予算計上の経緯は

（答弁）中小企業が直面するさまざまな課題解決に向
けた対応、連携支援の具体的な検討に入るため

（質疑）検討会の構成員は

（答弁）商工団体や金融機関、経済分野の学識経験者
で10名程度を想定。他都市の事例などを参考に今後
検討していく。

（質疑）暫定駐車場の収支見込みは

（答弁）入庫後30分間を無料とし、超過料金の負担は、
今後テナント側と協議していくこととなる。

（答弁）現時点では、国の中小企業政策の範囲をメイ
ンとした方向性で考えていきたい。

（質疑）駅前広場の再整備に関する設計は新幹線の
整備を念頭に置いているか

（答弁）新幹線の暫定開業や国民スポーツ大会等の開
催などの要素を踏まえ、県都の玄関口としての整備
を着実に進めていきたい。

（答弁）佐賀商工会議所会員で39％が導入。遅れてい
ると考えており、初期投資を抑えて導入しやすくす
るため、50件分を予算計上している。

議 案 質 疑
一般会計予算中　商業者情報化対応支援事業

（質疑）今年度予算計上の事業内容は

（答弁）建築工事、展示物の制作及び地中熱利用空調
設備の屋外工事。

（質疑）消費税等の増税が延期された場合の対応は

（答弁）廃止議案を提出し、その後時期を見て再提案
することとなる。

（質疑）地中熱利用空調設備での節減効果は

（答弁）ランニングコストで約45％、年間約100万円
の削減を見込んでいる。

一般会計予算中　東よか干潟拠点施設整備事業

一般会計予算中　中小企業・小規模企業振興条例（仮称）
制定に向けた検討会設置に係る経費

消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の
整備に関する条例

一般会計予算中　佐賀駅周辺整備事業
一般会計補正予算中　佐賀駅周辺整備事業

議会からの意見にどう対処するの
～決算議案に対する常任委員会の意見・提言に対して、
　　　　　　　　　　　　市長から対処方針等が報告されました～

　平成 29 年度決算議案に係る常任委員会からの意見・提言に対して、2 月 19 日に市長から対
処方針等の報告がありました。
　これは、昨年の９月定例会の決算審査において、各常任委員会から次年度の予算反映や事業
の執行に対して意見・提言を行い、今後の処理方針について市長に回答を求めていたものです。
　対処方針等の内容については、市議会ホームページの「市議会からのお知らせ」2 月 19 日掲
載をご覧ください。URL http://sagashi-gikai.gijiroku.com/

　昨年の９月定例会において、平成 29 年度に行われた旧富士小学校体育館改修工事について、
決算審査を含めて議会に対する説明がなかったこと、再度行った決算審査において説明が二転
三転したこと、改修工事の事務に不備があったことなどを理由に、平成 29 年度一般会計歳入歳
出決算議案を不認定としました。
　これを受けて、執行部が問題点の整理を行い、取りまとめた再発防止策が地方自治法の規定

に基づき報告されました。
　この報告では、①重要な政策・事業の方針決定方法の明
確化②事務処理のチェック体制の強化③業務の適正を確
保する体制づくりの３点に重点を置いた再発防止策に早
急に取り組むこととされています。
　なお、報告の内容は、市のホームページで公開されて
います。（新着情報一覧　2月 28 日）
URL https://www.city.saga.lg.jp/

決算議案の不認定を受けた対処は？
～平成２９年度一般会計決算不認定に係る措置の報告が提出されました～

佐賀市議会　６月定例会のお知らせ

６月７日（金）午前１０時開会（予定）
◎　日程等については、定例会開会日に正式決定し、ホームページ
等でお知らせします。

◎　市内外を問わずどなたでも傍聴することができます。
◎　車椅子のスペース、補聴用ヘッドホンも準備しています。

補聴用ヘッドホン
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当
委
員
会
で
は
、
富
士
小
学
校
跡
地
体
育
館

整
備
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
11
月
２
日
か
ら
平

成
31
年
２
月
15
日
ま
で
、
16
回
に
わ
た
る
委
員

会
を
開
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し
調
査
を
行
い
、
次
の
通
り
調
査
結

果
を
ま
と
め
た
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今
回
の
所
管
事
務
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で

は
、
執
行
部
に
よ
る
提
出
後
の
資
料
の
追
加
・

訂
正
、
不
適
切
な
事
務
処
理
の
発
覚
に
よ
る
謝

罪
、
報
道
を
き
っ
か
け
と
し
て
説
明
が
一
変
す

る
こ
と
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

説
明
の
信
用
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失
わ
れ
、
事
実
究
明
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困
難

な
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況
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っ
た
こ
と
か
ら
、
個
別
に
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員
へ

の
事
実
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認
を
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ざ
る
を
得
な
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況
と

な
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た
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こ
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、
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人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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ー
ム
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係

者
か
ら
、
私
的
に
相
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を
受
け
た
こ
と
に
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を

発
し
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お
り
、
こ
れ
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市
民
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疑
惑
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く
行

為
で
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っ
た
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と
は
、執
行
部
も
認
め
て
い
る
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ま
た
、
改
修
の
方
針
を
決
定
す
る
起
案
に
、

最
も
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
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ー
ム
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用
さ
せ
る
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と
が
記
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さ
れ
て
い
な
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と
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て
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得
で
き
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ら
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ま
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議
会
へ
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明
が
一
切
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
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失
念
」
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執
行
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大
き
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損
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進
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署
並
び
に
全

庁
的
な
情
報
共
有
が
欠
落
し
、
責
任
分
担
が
あ

い
ま
い
と
な
っ
た
上
、
本
来
機
能
す
べ
き
組
織

と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
、
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
機
能
し
て
い
な
い
。

情
報
共
有
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
欠
落

疑
念
、
晴
れ
ぬ
ま
ま
…

市
民
の
信
頼
回
復
へ

　
　
　
早
急
な
対
策
を
！
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特
別
委
員
会

２
月
８
日
開
催

７
月
24
日
㈫

　

施
設
や
設
備
を
視
察
し
、
研
究
の
進
捗
状
況

や
今
後
の
事
業
計
画
等
の
説
明
を
受
け
た
。

〔
質
問
〕
現
在
、
二
酸
化
炭
素
の
販
売
収
入
は

分
離
改
修
設
備
の
運
営
経
費
を
下
回
っ
て
い
る

が
、
運
営
経
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
必
要
時
以

外
は
運
転
を
止
め
る
な
ど
の
運
用
は
で
き
な
い

の
か
。

〔
答
弁
〕
効
率
的
な
運
転
を
行
い
、
必
要
量
を

回
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

供
給
先
を
早
く
誘
致
し
、
回
収
し
た
二
酸
化
炭

素
の
全
量
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
進
出
予
定
の
植
物
工
場
は
、
ど
の
よ

う
な
施
設
な
の
か
。

〔
答
弁
〕５
０
０
平
米
の
よ
く
見
ら
れ
る
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
使
う
こ
と
に

よ
り
、
外
部
か
ら
管
理
で
き
る
ハ
ウ
ス
を
建
て

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
管
理
会
社
が
ハ
ウ
ス
環

境
を
遠
隔
制
御
す
る
た
め
、
農
業
の
経
験
が
な

い
方
で
も
、
新
た
に
参
入
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム

を
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
昨
年
10
月
11
日
の
不
具
合
発
生
後
、

関
係
機
関
と
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
や
検
討
を
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
結
論
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
出
る

の
か
。

〔
答
弁
〕
ま
ず
年
度
内
に
、
さ
び
を
と
る
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
の
工
事
を
完
了
さ
せ
、
予
備
の
ポ
ン

プ
を
用
意
し
、
保
全
計
画
の
見
直
し
を
行
い
た

い
。
ま
た
、
不
具
合
に
対
す
る
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
の
初
め
ご
ろ
ま
で
に
は
結
論

を
出
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
調
査
特
別
委
員
会

清
掃
工
場
二
酸
化
炭
素
の
供
給
状
況

に
つ
い
て

清
掃
工
場
周
辺
へ
の
企
業
の
誘
致

状
況
に
つ
い
て

清
掃
工
場
二
酸
化
炭
素
分
離
改
修

設
備
に
つ
い
て

さ
が
藻
類
産
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、

株
式
会
社
ア
ル
ビ
ー
タ
、
清
掃
工
場

二
酸
化
炭
素
分
離
回
収
設
備
の
視
察

視
察
報
告

志木市視察の様子

（
松
永
幹
、
中
山
、
御
厨
、
野
中
康
、
山
田
、
野
中
宣
、

白
倉
、
江
頭
、
千
綿
、
川
崎
、
福
井
、
山
下
明
）

（株）会議録センターでの研修の様子

（
山
下
明
、富
永
、久
米
勝
也
、御
厨
、西
岡
真
、中
村
、永
渕
、

白
倉
、
中
山
、
西
岡
義
）

議
会
運
営
等
改
革
検
討
会

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

埼
玉
県
志
木
市

◎
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

　

市
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
き
、
志
木
市
災
害
対
策
本
部
と
連
携
を
図

り
市
民
の
安
全
確
保
と
災
害
復
旧
に
向
け
、
災

害
対
策
活
動
を
行
う
た
め
の
体
制
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
迅
速
か
つ
適
切
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い

て
協
議
し
、
志
木
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続

計
画
）
を
策
定
し
て
い
る
。

　

志
木
市
議
会
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
市
域
が
小
規
模

（
９
・
05
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
平
坦
な
地

域
性
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
議
会
が
支
援
本

部
を
設
置
し
た
後
は
、
全
議
員
参
集
で
行
動
す

る
と
こ
ろ
が
特
色
で
あ

る
。

※
７
月
25
日
（
水
）
に

東
京
都
練
馬
区
の
「
練

馬
子
ど
も
議
会
に
つ
い

て
」
を
視
察
し
た
。

◎
研
修
「
も
っ
と
目
が
い
く
・
読
ま
れ
る
」

議
会
だ
よ
り
へ

　

議
会
広
報
誌
の
先
進
事
例
か
ら
良
い
点
や
工

夫
等
の
分
析
や
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
重
要

性
や
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
役
割
、
読
み
手
の
目

線
の
流
れ
等
基
本
的
な
技
術
や
、
伝
え
る
た
め

の
コ
ツ
や
、
編
集
の
基
礎
知
識
を
受
講
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
市
の
「
さ
が
市
議
会
だ
よ
り
」

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
講
し
、
良
い
点
・
改
善
が

必
要
な
点
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
、実
際
の「
さ

が
市
議
会
だ
よ
り
」
の
ペ
ー
ジ
と
講
師
が
作
成

し
た
ペ
ー
ジ
を
見
比
べ
な
が
ら
、
具
体
的
な
ヒ

ン
ト
や
テ
ッ
ク
ニ
ッ
ク

の
説
明
を
受
講
し
た
。

※
１
月
23
日
（
水
）
に

千
葉
県
柏
市
議
会
の

「
議
会
広
報
誌
に
つ
い

て
」
を
視
察
し
た
。

１
月
24
日
㈭

埼
玉
県
鴻
巣
市　

㈱
会
議
録
セ
ン
タ
ー


